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寄付金の状況 （11/9現在） 

寄付金総額 

 1,716,116円 
（内訳） 

 基金本体への寄付金 

   1,223,270円 

   （前年度からの繰越金を含む）  
 第２期団体指定寄付 

   参加団体への寄付金 
  （2013．8/1～2013.11/9分） 

    492,846円 
   ＊9団体合計。 集計分のみ。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

今までの寄付金収入総額（累計） 
 (2012.10/1～2013.11/9）  

  2,706,255円 
＊2013年3月末の支出総額 

    990,139円 
 (内訳） 
H24年度特定事業助成に  248,600円 

第1期団体指定参加団体に 711,539円 

地域指定寄付運営機関に  30,000円 

 子ども若者・子育て市民ファンド「ぎふハチドリ基金」が、岐阜県の新しい公共支援事業に

よって２０１２年１０月１日に創設されてから、１年が経ちました。 

 「ぎふハチドリ基金」の名前もかなり知られるようになってきました。 

 ぎふハチドリ基金のフェイスブックをチェックしてくれる人は日ごとに増えています。 

ぎふハチドリ基金を通して、子ども若者の問題に関心を持っている人がどんどんつながって

いっていってほしいと思っています。  

 自分たちでは解決できない困難や悩みを抱えているのに、公的な支援制度からは抜け落

ち、誰にも頼ることができず、地域社会から取り残された子育て家庭や若者がどうなっていく

かは、想像に難くありません。 

 ぎふハチドリ基金で応援している団体は、経済面や障がいなどの困難を抱えた子育て家庭

や、生きづらさを感じている若者達に寄り添って、少しでも良い状況になるように活動している

団体です。 

 景気の回復や社会制度の充実を待っていられない！今、目の前にいる子ども若者や子育

て家庭へできることから支援をしている地域のNPO団体。その団体の活動を市民の力で支え

るのが「ぎふハチドリ基金」の仕組みです。 

 まずは、知ってください。そして、私たちとつながってください。 

  ひとしずくが集まって、大きな流れを作るように、「ハチドリ」も頑張っていきます。 

 

http://gifunpo-fund.org     Ｆacebook https://www.facebook.com/gifu.hachidori 

募金箱への協力をお願いします。 
 10月末現在、ぎふハチドリ基金の本体寄付用の募金箱は県内43か所にあります。 

団体指定用の募金箱は、各参加団体の事務所やイベントの際に設置されています。 

ぎふハチドリ基金のオレンジ色の「ミニのぼり旗」と青いハチドリが目印です。 

みかけたら、ぜひ「ひとしずく」をお願いします。 

＊募金箱設置場所はぎふハチドリ基金ホームページでご紹介しています。 

＊東海ろうきんの県内各支店の窓口には、募金箱と東海ろうきん専用のリーフレット、寄付申 

 込書が設置してあります。 

＊チラシ、リーフレットは、県内のNPO支援センターやふれあい福寿会館、県立図書館等の公   

 共施設にも置いてあります。 

＊その他、寄付方法等は、団体指定寄付の参加団体や、ぎふハチドリ基金事務局（NPO法人 

 ぎふＮＰＯセンター）にお問合せください。 

ぎふハチドリ基金への寄付金はこんな事業に使われます。 
＜団体指定＞ 

＊経済的困窮や障がい、様々な事情を抱えた家庭の子ども達へのサポート事業 

  （NPO法人キッズスクエア瑞穂、岐阜キッズな（絆）支援室、NPO法人思い出の絵本展） 

＊不登校やひきこもりの子ども若者が、さまざまな体験や交流をし、仲間や社会とつながる事業 

  （NPO法人仕事工房ポポロ、NPO法人チャータースクールぎふ、NPO法人つむぎの森） 

＊地域活動を通じて、ニートやフリーターの若者が社会参加できるよう支援する事業 

  （NPO法人コミュニティサポートスクエア） 

＊薬物依存におちいった若者たちが、身体的・精神的健康を回復するリハビリ施設の運営事業        

  （NPO法人岐阜ダルク） 

＊知的・発達障がいがある人がアートで自己表現できるようにする事業 （風の芸術村） 

＜特定事業＞ 

＊経済的困窮家庭への学童保育・子育てサポート等の利用料の軽減 

＊活動に関わるスタッフの研修費  ＊ボランティアスタッフの交通費 

 

募金箱、チラシ、リーフレット類を設置していただける団体、店舗、機関を募集しています。 

                → ぎふハチドリ基金事務局までご連絡ください。 



◆団体指定寄付参加団体だより 
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＜ぎふハチドリ基金NEWS！＞ 

☆１１月３０日にスイーツ＆チャリティイベント『すいちゃりん。』を開催します。 
 「ぎふハチドリ基金」をより多くの方に知ってもらうための展示と同時に、岐阜県内の、口コミやネットで人気の和洋菓子店が集まって、
話題のスイーツを販売。当日の売り上げの一部を「ぎふハチドリ基金」に寄付していただきます。ミナモもPRに協力してくれます。 

  日時 １１月３０日（土）１０：００～１７：００ 場所 「カラフルタウン岐阜」レインボーモール グルメタウン前（岐阜市柳津町） 

☆第３期団体指定参加団体を募集しています。 
 第２期団体指定寄付は２０１４年２月までです。第３期（２０１４年２月～８月）はまた新たな参加団体とともに寄付募集をします。 その

第３期の参加団体は現在募集中です（締切１２月１日）。ぎふハチドリ基金の趣旨に合う活動をされている団体は、ぜひご応募ください。 

詳しくは、ぎふハチドリ基金のホームページをご覧ください。 

http://gifunpo-fund.org     ぎふハチドリ基金 検索 

facebook https://www.facebook.com/gifu.hachidori 

ぎふの子ども若者・子育て家庭のために、みなさんのあたたかいひとしずくをお願いします。 
【基金本体への寄付】 

☆郵便振替 郵便振替口座 ００８８０－６－１９０９０２ ぎふハチドリ基金 

☆銀行振込  

 □十六銀行 県民ふれあい会館出張所 普通 １０８３４７８ ぎふハチドリ基金 

 □大垣共立銀行 県庁前支店 普通 ２８１７８４ ぎふハチドリ基金 

 □東海労働金庫 岐阜支店 普通 ３４６３０２２ ぎふハチドリ基金 

   （一口1,000円より、東海労働金庫の窓口でお振込みいただくと、振込手数料が無料になります） 

☆募金箱  設置場所はホームページでご確認ください。  

☆寄付つきランチ、寄付つき商品の購入  詳しくはホームページまたは事務局にお問合せください。 

 

【団体指定寄付】・・・第２期団体指定寄付参加団体の中から団体を選んで寄付してください。 

☆郵便振替 郵便振替口座 ００８７０－７－１９８８２２ ぎふハチドリ基金 

 通信欄に参加団体の番号、団体名をご記入ください。 詳しくは、ぎふハチドリ基金のホームページまたは専用リーフレットをご覧ください。 

☆銀行振込 

 □十六銀行、大垣共立銀行  ご入金前に、事務局にご連絡ください。 

 □東海労働金庫   県内の各支店の窓口にあるハチドリ基金専用リーフレットに挟み込みの申込み書をご覧ください。 

☆第☆第22期団体指定寄付の参加団体の近況（期団体指定寄付の参加団体の近況（facebookfacebookより）より）  

  

【団体番号①】思い出の絵本展（飛騨市）【団体番号①】思い出の絵本展（飛騨市）  
１１月２０日～２４日は、私たち「NPO法人思い出の絵本展」の年に1回のメインイベントである、

「思い出の絵本展2013 えほんのちから〜私の大切な絵本〜」が開催されます！！！！ 

このイベントは、飛騨市図書館の2Fにじのひろばを舞台に、毎年テーマを決めて絵本をきっかけに

したコミュニケーションの場として企画しています。今年は、えほんのちから〜私の大切な絵本〜

というテーマ。そして、初のこころみ！「絵本サミット」も開催します！！！入場無料ですので、

お気軽に遊びに来てみてください♪お待ちしておりま～す♪  

【団体番号⑨】NPO法人つむぎの森（各務原市） 

 
今日の収穫は「紅はるか」というさつまいもと、「冬瓜」、「そうめんかぼちゃ」、「スイカ」、

「ジャガイモ」、「食用へちま」、国道わきにある畑なので、ドライバーの方たちが、車をゆっくり

と走らせて覗いていく、追突されやしないかと、こちらはハラハラしてるのに・・・自転車に乗った

おじさんが、「家族でやってるの？」と声をけられた。こどもや若者の働く体験をするためにやって

いるということを話すと、耳にかけていたラジオのイヤホーンを外して、いろんなことを聴いてき

た、そして、ニートという言葉を一生懸思い出して、今の子はたいへんやな～、今度買いに来る

わ！！と手をふって帰られた。彼が一番聞きたかったことは、今の子はどうしてそうなってしまうん

だ？ということだった。偏見ではなく、真実を知りたいそう思ってくださったのだと思う。ここの、畑は就労体験だけじゃない。

いろんな人との出会いの場所。いろんな人に興味を持ってもらうことにも大きな意味がある。  


